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A T Rジャーナル15周年記念誌に寄せて
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株式会社国際電気通信基礎技術研究所のミッションと研究組織 - 分野
株式会社国際電気通信基礎技術研究所の所在地

-- -_ 音声翻訳技術の研究開発一ta a  環境適応通信の研究開発
1l-i1lS, ヒ ューマン コ ミ ュ ニ ケー ションの研究開発一 メ デ ィ ア の続合 と コ ミ ュ ニ ケー ションの研究開発
:必 基礎研究成果をビジネスフィ ール ドへ

最近5年間の成果展開を振り返つて

B A/C 脳 イ メ ー ジング研究の支援センタをめざして
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この度刊行しま  した15周年記念誌は、 基盤技術研究促進センタ ー (KTC) 制度最後の約5年間のATRの

歴史と成果が中心になっております。

この 5年間は、  K Tc制度の終息を視野に入れっつ、 次への脱度のための方途を模索し、  各方面のご支援を
得て、  現在の新しぃT A〇  (通信放送機構) の競争的研究資金を中心とするシステムへの移行が決まった時
期であ りますが、研究としてはそれまでの蓄積の上に成果が花開き 、世界に広く A T Rの声価が定まった時

期であります。

K Tc制度では、  多数の R & D 会社が設立 され ま し た 。  それらの会社は、  産業投資特別会計出資の仕組み
に従い、  計画された出資期間の終了後は、  R & D を 終 結 し 、  成果管理会社に移行して、  R & D 会 社 で得 ら れ

た研究成果の売却等によ り収益を得るこ と となっていました 。  しかし、基礎的な研究成果がそのまま利用

され 、収益に業がる こ とはほ とんどあ り得ません 。実用化のためには 、  さ ら に 開 発 ・ 改良の継続が必要で

あ る の が 普通 です 。 そ の た め の機能 を 欠 い て い る 状態 で は ミ ッ シ ョ ン ・ イ ン ポ ッ シ ブ ル と 言 つ て よ く 、 ほ

と ん どが期待された成果を挙げる こ と な く終わって し ま う結果 とな り ま し た 。

その中でATRが実質的には唯一、  研究としては世界に冠たる成果を挙げ、  この分野のC〇Eの一つとして

認められるよ うになりました。この理由を考えますと 、 A T Rに参加した質の高い研究者の努力による貢献

は当然の こ と と し て 、 A T R は傘下の R & D 会社の成果を 、次の ・世代に引 き 継 い で行 く こ と が 出 来 た こ と だ

と考えられます。地球上の多くの生物の中で、  人類のみが高い文明を築き得たのは、  知識の継承を実現し

た こ と に よ り ま す 。  A T R の設立に関わ り 、  この構想の実現に尽力された方々の先見の明とその努力を、今

改めて認識し脱帽したいと思います。

平成9年 ( 1 9 9 7年 ) B u s i n e s s  we e k 誌はアンケー ト を 中 心 と す る デ ー タ を 用 い て 、 T h e  World's Leading
Information Techno1ogy Research L a b o r a t o r i e sとぃうレビュー を行いました。四つに分けた分野のうちの一つ

で、 A T RはM I Tの AI Lab. と共に第 4位に選ばれています  ( も う一つの分野でも 6番目のグループに入つて

います ) 。 その 2 0 年前 ( 昭和 5 2 年 ( 1 9 7 7 年 ) ) の同 じ ラ ンキング と較べてみる と 、意外な こ とに上位の顔触

れはあまり変わっていません。  その当時A T Rは存在していなかったこ とを考える と 、  この1 5年にAT Rが成

し遂げたこ とが 、  尋常でなかったと言つても過言でないと考えます。

A T Rは今一時的に厳しぃ状況にあります。  しかし 、  自然現象でも、 一つの安定状態からもう一つの安定
状態に移るときは、一時的に擾乱が起ります。  K Tc制度という安定状態から出て、次の安定状態を模索中
であります (新T A〇制度は安定状態ではありません ) 。多分それは、欧米先進国にいくっか例が見られるよ

う な 、  よ り独立性の高い研究機関に近いところにあるのではないかと思われます。  この我が国では初めて

の試みに向かって、 過去の名声に安住する こ と な く 、 よ り質の高い研究成果を得る努力と 、 今までに --1基:積
された多くの優れた研究成果を展開する努力との両輪が機能する力強い組織として、  さ ら な る 発展 を成 し

遂げるべく、A T R全員が力を合わせて努力して行く決意であります。

皆様方のより一層のご支援、  ご鞭推をお願い申し上げます。
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私がAT Rに着任しましたのは平成8年  (1996年) 6月でありましたが、  ち ょ う どその 3 カ月前、  A T R十周

年記念式典が盛大に行われておりました。  その際、 A T Rの創設に深く関わられた熊谷信昭先生が講演され、

A T Rおよび基盤技術研究促進センター  ( KTc) の制度の問題にっいて深い憂慮の言葉を述べられたと聞き
ました。

基盤技術研究促進センタ ーの出資 -制度は 、 あ る程度 ま と ま っ た資金をオブ リ ゲー シ ョ ンな く自由に使用
出来るこ とから 、有能な研究者を広く集めて活発な研究活動を行 う こ とを可能にさせ 、  こ の こ と が A T R を

僅 ・々十年の間に ・世界の -流研究所の域に達するまでの所にしたものと考えられまし ょ う 。
しかしながら 、出資制度はあくまでも出資金が果実を産むことを期待するものであ り 、  リ タ ー ン な し に

将来にわたって出資を継続するこ とは到底考えられるこ とではあ りません。他方で、 A T Rは基礎技術研究

所として設立されたものでありまして、基礎研究が収益をもたらす可能性は極めて低く 、  また、収益を産

み出すに至る過程は極めて長くかかるものと考えられておりました 。  しかし、設立十年を経た時点におき

まして問題は深刻となっており 、  この解決がA T Rの最高責任者にとっての最大の責務であることを認識さ

せられたと ころであ り ま した 。

もちろん、  この制度を産み ,出し、 A T Rを創設したのは政府であり 、制度の変更もまた政府の行う施策に
関わ り ます 。政府 と して も 、  この問題を座視していたわけではな く 、比較的早い時期から 、調査 ・ 企 画 を

始めてお り 、改正のための努力をしてお り ま したが 、何分にも 、制度の基本的な改革は ト ップ - マ タ ーで
あ り 、  なかなか ト ッ プが動 くに至 らな ぃ と ぃ う のが実情であ り ま し た 。

その後、 本制度設立の時の行政改革委員長として関与された橋本龍太郎氏が首相になられ、  本制度の改

革を指示 された と の情報があ り 、 期待 し たのであ り ま し たが 、僅かにべンチ ャ ーに対 し て 出資 ・ 融 資 の道

を開 く とい う手直しに止まったのは残念であ りま した 。  と こ ろが 、平成 1 2 年 ( 2 0 0 0 年 ) 度 、谷郵政事務次

官が誕生 、同次官が本制度の改革に乗 り出 され る こ と に よ っ て 、大蔵 、通産両省を捲 き込む こ と にな り 、

各関係方面の努力も実つて、改革の実現に至つたのは、誠に喜ばしぃこ とであ りました 。

A T R創立十五周年である平成1 3年 ( 2 0 0 1年 ) 3月は、ちょ うど、前制度から新制度への移行を定める法

律が国会審議中であ り ま した 。 このよ う な微妙な時期であ り ま したので記念行事的なこ とは見送るこ とに

してお り ま したが 、制度改正と ぃ う節目の時に 、何も しなかった とい うのは 、やや 、残念な気がしないで

もあ りません。  A T R ジャーナル十五周年記念誌はATR設立十五周年記念の一環 と も 言 え る も の で あ っ て 、

その発行を大きな喜びとしたいと思います。

新制度下のAT Rの立上げにはまだ困難な問題を多く抱えておりますが、  これを克服して、  二十周年、 二

五周年の祝賀が盛大に行え る よ う に な り 、 そ れ と と も に A T R ジ ャ ーナルの内容が益々充実されることを深

く期待しております。
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平 成 8 年  ( 1 996年)  6 月か ら平成 1 3 年  ( 2 0 01年)  6 月 までの 5年間 、  A T R-I の 副社長  (研究担当)、 R & D
会社の会長、成果管理会社の社長などを務めさせていただきました 。 まずは 、  こ の場を借 り ま し て 、  ご 指

導、 ご協力いただいた社内外の多くのかたがたに感謝の意を表します。

就任直前の平成 8 年  ( 1 9 9 6年 )  4 月 、  A T R 創立 1 0 周年記念式 ノ典の場で 、  熊谷信昭先生の記念講演

「A T R--一これ までの 1 0 年 - こ れか ら の 1 0 年」 を t平聴し、組織の使命と資金構造の間に矛盾があり、その問
題が深刻化しっつあるこ とを知らされました 。

この間題は 、在任期間中ずっ と悩ま された重いものであ り ま したが 、主務官庁 (郵政省 ( 現総務省 ) 、通

商産業省 (現経済産業省 ) は じめ関連各方面のご尽力によ り 、平成 1 3 年 ( 2 0 0 1 年 ) 6 月に法律 ( 基盤技術

研究円滑化法 )が改正され、対応して A T R も新体制に移行したこ とは記 '1意に新しぃ と ころです。  ぎ り ぎ り
ではあ り ま したが 、  在任中に法律が改正され資金構造にっいてひとっの区切り を 迎 え る こ と が で き ま し た

ことは、個人的にも幸運であったと考えています。  .

A T Rでは、職務上、その研究内容をいろんな方々にご紹介する機会が多くあり、そうぃう機会を捉えて、

自分自身も地強するよう心掛けました。  よ く使わせていただいた vTRは、 マ ガー ク効果、  見まね学習ロボッ
ト、音声翻訳実験、 ーュー ロキ ッズ 、  万華鏡などなど、  今となっては l要かしい響きを持つものばかりです。

最初のビッグイベン トは 、自由民主党本部でのシ ョー トスピーチでありました。着任して 1年近くが経ち、

研究発表会や次年度計画審議などを経てようゃくAT Rの研究の面白みが判りかけてきた平成9年  (1997年)

5月に、  自由民主党政務調査会 通信部会・電気通信問題調査会合同会議の場で、ATRの研究内容を紹介す

る機会が与えられました。事前説明時に部会長から、 「ハ、 ヒ 、  フ、 へ、 ホ 、 の 声が聞 こ え る よ う に」 と の
ご指導をぃただいてお り ま したので 、  この こ とに気をっけて 、前述の vT R を交えながら楽し く夢を語らせ
ていただき ま した 。 3 0 数名の議員の方々が朝食を と り なが ら とい う こ と も あ って 、気軽にお話を させてい

ただ き ま し たが 、今 メ ンバ リ ス ト を見直 して 、冷や汗を掻いています 。

最後のビッグイベン トは 、前記法律改正の方向付けのための専門委員会でのヒア リ ングであ り ま した 。

通商産業省産業技術審議会総合部会と郵政省電気通信技術審議会総合政策部会とが共催する  「民間の基盤
技術研究の支援の在り方に関する専門委員会」 (指、1頼博主査 )の第 2回 (平成 1 2年 ( 2 0 0 0年 ) 1 0月 )  におぃ
て 、 「研究開発会社関係者による評価」 とい う形での意見具申の機会が与えられました。通商産業省側は、
生物分子工学研究所(BER I )  とその前身の蛋白工学研究所( P E R I )が、  また 、郵政省側からはA T Rが出席

し、意見具中と質疑応答を行いました。

基礎研究機関としての成功要因  ( テーマ、期間、金額、  自由度ほか)  を維持しっつ、財務上の間題 (出

資、累損増大、不良資産化ほか )  を解決する とい う難問のため 、議論は さなが ら空中戦の様相を呈し ま し

たが、  自由な発言を許容するその場の雰囲気とBE R I  - P E R I代表者の歯に衣着せぬ発言に勇気づけられて、
A T Rの研究現場からの要望を率直にぶつけさせていただきました。  この日の議論を見事に集約された猫瀬

先生が 、 その後間 もな く他界 された と の報に接 した と きは 、 あ ま り の シ ョ ッ ク に目の前が真つ暗になった

のを今でも鮮明に記憶しております。

以上、  個人的に印象に残つている二つの経験を記させていただきましたが 、  最後に現役研究者の皆さん

一人一人のお顔を思い出しながらェールを送らせていただきます。
A T Rに関しては、  諸外国を含め実に多くの方々が、  関心を持ち、  その継続とますますの発展を期待して

お られ ます 。 新制度で ス ター ト し た 4件のプロジェ ク ト も 、それぞれ夢がぃっばい詰まっています 。研究費

総額の削減など 、経営的にもまた 、研究現場から見ても好まし くな ぃ状況が出来しっつあ りますが、新制

度においても 、  旧制度におけるA T Rの実績 ,名声を上回る成果を挙げていく こ とが 、  現役研究者に課された

使命であ り 、更なる環境改善への原動力である こ とは言 う まで もあ り ません 。そ してそれは 、無理難題で
はなく、十分達成可能な目標であります。  こ れか ら も 、 志 を高 く持ち 、  目を輝かせながら 、研究に動んで

行かれる事を期待しています。

----- 'Vyhere there's a wi1l,there's a way" ----
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l 株式会社国際電気通信基礎技術研究所のミッションと研究組織・分野 l

国際電気通信基礎技術研究所は 1ll i気通信分野における基確的 ・独創的研究の一大拠点として内外に開かれ

た研究所を設立する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をいただき昭和 6 1年 ( 1 9 8 6 年 ) 3 月に設立い

たしました。

大阪市内での3年間の暫定研究所を経て、  平成元年 ( ] 989年)  4月 、  関西文化学術研究都市の中 ;核的施設

と して本研究所を開所いたしました 。

発足以来、基盤技術研究促進センタ ー ( K T C )および多くの民問企業から各研究開発会社への出資に支

えられて研究活動を行つてきました。

平成 1 3年  ( 2 001年)  度下期から 、研究業務を遂行する 4 社 と 、  こ れ ら の 支 援 を 行 う 1 社 と い う グ ルー プ

会社の体制から 、研究を主業務とする 1 社体制 とな り ま した 。 この 1 社体制のも と 、通信 ・放送機構(TA〇 )

に新設された通信・放送基盤技術に関する試験研究の促進制度に基づく委託研究等により研究資金を得て、

2 l - l u 紀を拓く電気通信分野の基礎的・独創的研究開発を積極的に推進しています。

A T Rグループ

-!,i

音声言語コミュニケ ーション研究所
‘ 実音響環境下での音声認識技術の研究
対話翻訳技術の研究
通話のための音声翻訳技術の研究一適応コミュニケーション研究所
ネ ッ  ト ワークの構成・制御の研究開発
パー ソナル無線リンクの研究
マイク口デバイスの研究

音声言語コミュニケーション機構の研究
コミュニケー ション創発機構の研究
コミュニケーション計算神経機構の研究

・ コミュニケーションを促進 , 演出する研究開発
五感でふれあうための研究開発
コ ミ ューケーションを分析する研究

, と も に 暮 らすパー ト ナーの創出をめざす研究
コミュニケーションを促進 , 演出する研究

・実用化の展開事例
研究用ツールの販売

四脳;舌動 イ メージングセンタ
・研究専用の fMR l装置
多標な研究に対応できる周辺装置

平成14年 (2002年) 10月1日現在
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l 株式会社国際電気通信 究所の所在地 l
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l音声翻訳技術の研究開発 l

音声翻訳技術の基礎研究が本格的に開始された 1980年代の中頃、 二昔声l翻訳

技術は  「夢の自動翻訳電話」 技術と呼ばれ 、  実現可能性にっいて様々な議論
■が あ り ま し た 。  話題は限定されていますが 、  実時間で動作する書声翻訳シス

テ ム を 目 に し ま す と 、  隔世の感があり  ます。 では、  当時の技術目標が全て実 音声言語コミュニヶーション研究所
現 されたか と言 う と 、 実現 された事項 も数多 く あ り ま すが 、一方 、私たちが  所長 山本  誠_
日常何気な く使つている話し言業を正し く認識する こ との難し さや 、それを

翻訳する こ との困難さ 、  奥深 さ が明 ら か に な っ て き た と い う と こ ろ で す 。  こ こ で は 、  音声翻訳技術の過去5

年程度の研究成果を簡単にご紹介し、技術課題をどのよ うに解決しよ う と考えているかをご説明します。

今から 5年前の平成 9年 ( 1 9 9 7 年 )当時は、文法的に正し く明瞭に発声された音声ばかりではなく 、文法

的な誤り  を含む日常の話し言葉を認識 ・ 細訳するための各要素技術の研究が精力的に行われていた時期で

した。 これらの要素技術を統合して、  音声を認識 ・細訳する技術の総合的な評価を行 うためのシステム と

して開発したのが、  日英双方向音声翻訳システムATR-MATRIX  (Multi l ingualAutomatic TRanslation system
for Information eXohange) です。本システムの開発により、  日常の音声を対象としての実時間での音声翻訳

評価実験が可能となりました。  A T R-MA T R Ixの開発が、過去5年間の最大の研究成果であり、その後の研
究成果は、 このシステムの性能評価と結びっいた事項です。

まず 、音声翻訳システムの性能をどのよ うに評価するかが課題とな り ま した 。外国語を学習する人の能

力との比較に基づく信頼性の高い評価法を開発しました。  さ ら に 、 効率的な研究を行 う た めに 、 客観評価

法の開発を行いました。

A T R-MAT R Ixは日常の話し言業を認識 - 細訳す る こ と を 可能に し ま し た が 、 未解決な課題 も多 く 残 さ れ
ています。  最大の課題は、 話題が極めて限定されている こ とです 。  音声翻訳技術の有用性を示すには、  日

常で使用で き る こ と を実証す る こ と が重要です 。 こ のため 、具体的な実例 と し て 、 海外旅行に出かけた際

に、現地の言業が理解できなくても、大きな不便を感じずに方使行中の日常生活をすごせる程度の話題に対

応できる技術を研究目標としました。

具体的には、  音声認識では環境雑音による性能劣化を防ぐための手法を研究開発すると共に、  固有名詞な

どの未登録語を検出する技術を開発しました。  翻訳技術にっいては、  対訳用例を利用する変換主導翻訳手法

TDMT(Trans ferDr iven  Machine Translation) を開発しましたが、広い話題に対応できるように、大規模対訳

コーパスを基礎に機械学習を利用して効率的に、 翻訳システムを開発する技術の研究を進めています。

■ATR-MATRIX
平成 1 0年 ( 1 9 9 8 年 )  に構築したA T RM A T R I Xは、ホテルのフロント係と方德行者の会話を扱うことがで

きます。  語集サイズは約1万語で、  人名等を除けばおおむね十分な規模になっています。

日常の自然な会話音声を認識し翻訳するために独自に開発したいくっかの要素技術が実装されています。

HMNe tと呼ばれる音響モデル、  可変長の単語を単位とした確率言語モデル、 変換主導翻訳手法TDMT等で

す。 また、音声認識誤りに対応するため、一部に誤りが含まれていても 、言語的な構造と単語の意味的な
情報をもとに翻訳可能な部分を見つけ、翻訳可能な部分はできる限り出力するとい う  「部分翻訳」 機能を
実現しました。

こ の シ ス テ ム を使つて 、  いろいろな評価実験を進めなが ら 、  さ ら に 多言語への拡張も行いました。  入力

として日本語を受理し、出力として英語、  ドイッ語、韓国語、中国語を出す多言語音声翻訳の画面例を図1

に示します。 このよ うに多言語に拡張したシステムを使用して 、 A T Rが中心とな り組識した音声翻訳研究

に関する国際的なコン ソー シアム C-STAR(Consor t ium for Speech Translatiorl Advanced Research) の メ ン バ

ー と、平成1 1年 ( 1 9 9 9年 ) 7月に国際共同実験を実施しました。実験風景を図2に示します。

8 ATR Journal l 5周年記念誌
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図 1  多言語音声翻訳 図 2  C-S TAR国際共同実験

■音声翻訳システムの評価手法
工学的な研究を進める上で大切なこ とは方式の良し悪しをきちんと評価できるこ とです。従来、  自動翻

訳システムの評価は  「試験文」 と呼ばれる数十から数百の文を実際にシステムに翻訳させ、  それぞれの翻
訳結果に対して人間が 「これは 1 0点、  こ れ は 3 点」 と いった具合に点数付けする こ とで行つてきま した 。
しかし、  この方法では異なった評価者の間で評価がばらっく上に、  例えば平均的に7点を出力するシステム

が人間で言えばどの程度の英語能力を持つのかが直感的に分かりにくぃとぃった問題がありました。

そ こ で  「一対比較に基づくToE Ic スコア評価法」 という方法を考案しました  (図3 ) 。

XはTOEIC700点レベルと、 8 0 0
点レぺルのl1l1の品質

ToE Ic700点レぺJレの人 比較対●u文

図 3  T〇E IC スコアによる翻訳品質評価手法の概略

(実際はT〇E ICスコア2 0 0点レぺルから1(〕 0点ごとに数十人の翻訳者によって比較対象訳文を作る )

この方法では、 まず、 試験文をシステムで細訳すると と もに 、  異なった英語能力 (ToE Ic スコア )  を持
つ被験者に翻訳してもらいます。  次に、  被験者による各訳文に対するシステムの翻訳結果の優劣を別の評

価者に比較 ・ 判定 して も ら い ます 。  この結果を統計的に処理して、  システムの訳文と同等レベルの訳文を

作れる被験者のT〇E ICスコアを推定し、  システムの能力とします。  これによればA T R-MATR I Xの性能は
T〇 E I C 5 5 0点程度というこ とが分かりました (図 4 ) 。
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研 究 成 果
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被験者のTOEICスコア

図 4  ATR -MATR IXと人間との書声翻訳能力上l・il交

この方法の利点は、 私たちにとって身近でわかりゃすぃ T〇 E I C ス コアで翻訳レベルが評価できるこ とや、

点数付け と い う 方法ではな く 、 2 つ の う ち ど ち ら が良いか を判定す る と い う 、  よ り信頼性が高い方法に基づ

い てい る こ と な ど が あげ ら れ ます 。

■音響環境の影響を受けない音声認識技術

実際にPDAのような小型携帯機器に音声翻訳装置が搭載され利用

されることを想定すると 、利用場面は海外旅行中などの雑音のある実

環境での利用とい う こ とにな り ます 。 このよ う な場合には 、頭から装

着するタイプの接話マイクロホンの使用は利用者にとって大変類わし

く 、雑音に通l健な音声認識技術を開発する必要があります。 さ ら に 、

相手方の音声を受音するために、  利用者あるいは相手話者の口フ元から

離れた位置での受音技術が不可欠になります。この間題に対し、  (1 )

雑音に11重健な音声特徴抽出方式、 (2) 定常、  非定常の雑音への即時適
応方式、 ( 3 ) マ イ ク ロ ホ ン ア レーによる遠隔発話音声認識方式等の研

究を進めて参 り ま し た 。特に 、項目  ( 3 ) の口元から離れた位置での

遠隔発話音声認識は、 携帯型音声翻訳を実現するために必要である新

し ぃ分野であ り 、 マ イ ク ロ ホ ンア レー を利用し受音の指向性を自由に

制御する機能を備えた音声認識技術として研究を行いました。  小規模

マ イ ク ロ ホ ン ア レーを用いた離音除去技術を図5に示します。

図 5  小規模マイクロホ ン ア レー を

用いた推音除去技術

■未登録語認識
音声認識にとって、人名や会社名とぃった固有名詞を認識するこ とはむずかしぃ問題です。  こ れ は 、 音

声認識の仕組みが、入つてきた音になるべ く近い単語を 「辞書」 から選んでっなぎあ ゎせ る こ と を行つて
い るためで、 辞書にない人名や会社名のような単語は取り 11f1l う こ と が で き ません 。
こ の 音声認識にとって苦手な国有名詞ですが、 さ らに厄介なこ とに会話の中ではしばしば非常に重要な

意味を持つため、  固有名詞の誤認識は音声翻訳システムにとっては致命的な問題となります。  音声翻訳シ

ステムでは、  認識結果の単語列を元に翻訳が行われるため、  意味 の わ か ら な い 文 に 翻訳 さ れ て し ま う こ と

になります。

そこで私たちは、  この問題を解決するために国有名調を辞書登録することなしに認識する方法を開発し

ました。この方法では図6に示すように仮名に対応する音のっながりで表現することによって全ての固有名

詞を表現することができます。そして、図 7に示す三つの知識、すなわち、頻禁に現れる音のつながり、音

の長さ 、  文のどの位置にどんな面有名詞が現れやすぃかという知識を組合せることによって固有名詞の認

識を行います。

1l 0  ATR Journa l l 5周年記念誌
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まず、人名の大規模データベースを使つて、学習を行う。

高田〃、“高見”、'中田"、“那珂”、一
tli> ;_1

音のつながり 音のっながる長さ
の確からしさ の確からしさ

たか〃一 7個中、2個
なか”一 7個中、2個 3音節一4個中、3個
かだ”…7個中、2個 2音節一4個中、1個
かみ”一7個中、1個 

その結果を基に、 音のつながり(ネットヮーク)で人名を表現

人名そのものを登録するよりも効率的

高田”“高見” _ 、  M
中田”“那珂”  -' 「 、④
図 6  仮名連鎖による固有名調の表現
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認識結果 私ヤマモト(姓)  セイイチ(名) と中します

翻訳結果 My na]ne is Seiichi Yamamolo.

図 7  本方法で用いられている三つの知識

この方法では、  文中の固有名詞の位置のみならず、  その固有名詞の種類 ( 人名である  とか会社名である

と か )  も同時に認識されるため、  文の意味を正しく翻訳装置に渡す事ができ、  辞書登録されていない固有

名詞を含んだ文を音声翻訳することが可能になりました。

■大規模コ 一パス収集と コ ーパスベース翻 訳
音声翻訳技術の課題の一つに 、新たな話題 ( 語集や表現 )  に素早く対応する技術の開発があります。  こ

のためには 、  システム構築の効率化・自動化が重要になります。例えて言うならば、原可 ,考'料を運び込むと

翻訳システムを製造する工場を実現する技術です。  原材料は、  お手本となる原文とその細訳を集めた対訳

コーパ ス と い わ れ る デー タです。  話題毎に対訳コーパスを用意すれば翻訳システムが得られ、  言語ぺアを

変えれは°多言語化できるわけです。

対訳コーパスとして、海外旅行に出かけた際の様々な語題に関する大規模なものを構築しました。宿泊、

食事、  買物、  観光などの話題に関する50万文の-世界最大の対訳コーパスです。  このコーパスは翻訳知識を

推得するための基本的な表現を集めたものです。

翻訳技術にっいては 、  この大規模コーパスを活用して 、  コーパスベー ス翻訳手法c3 (cキューブ と呼ん
でいます )  の研究開発を行つています。  類似用例を使つて細訳する手法、  統計的に翻訳をモデル化する手

法などを平行して開発し 、  さ ら に 、  それらの訳文から最良訳を選択する手法、  入力文を言い換える手法な

どを、  対訳コーパスを中心に置いて研究を進めています。

l1召和61年 (1986年) 4月に発足した自動翻訳電話研究所、 および平成 5年  (1993年) 3月に発足した音声

翻訳通信研究所での成果を受けて、 平成1 2年  ( 2000年) 3月には  「知識利用型音声言語システムの基盤技
術の確立」 を日標とした音声言語通信研究所が発足しましたが、制度の見直しに伴い、わずか1年半で打ち
切 り と な り ま し た 。

平成 1 3 年 ( 2 0 0 1 年 ) 1 0 月 に音声言語コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン研究所 と し て 、  これまでの研究成果、開発技術

を 継 承 し 、 通 信 ・ 放 送 機 構 ( T A 〇 ) 委 託 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 「大規模コーパ ス ペー ス書声対話翻訳技術
の研究開発」 をテーマに音声翻訳技術の開発に向けて研究を開始しました。
最後に、  この間尽力された研究員および事務部門の方、  出資企業を始めとする関係者のご指導、  ご・協力

に感謝の意を表します。
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l環境通応通信の研究開発 ■

「環境適応通信の基礎研究」 をテーマ と  して平成8年  (1996年) 3月に設立
さ れ た 7 年間プ ロ ジ ェ ク ト は 、 K Tc制度の見直しに伴い、 当初の予定期間に1
年半を残 し て 、平成 1 3 年 ( 2 0 0 1 年 ) 9 月 末 を も っ て打ち切 り と な り ま し た 。

こ こ で は 、  当プロジェク ト終了までの 5年間を振り返つてみます。

環境適応通信の意図は、特性の違う異質なネ・ ッ ト ワー ク 、 端 末 、 メ デ イ ア

が共存する複離な通信環境にシステム側が適応し、  利用者に特性の違いによ

適応コ ミュニケーション研究所
所長 小 宮 山 牧 兒

る制約を意識させない通信システムの実現にあり  ま した。  プ ロ ジ ェ ク  ト発足当初は、  家庭への イ ン タ ー ネ
ッ ト の 普 及 が始 ま っ た ば か り で ネ ッ ト ワー ク の制約 といって も ピ ン と く る実例が無 く 、  また、 システムの

適応に関しては 、人や生物の適応機能の参考、複雑ダイナ ミ ク スの適用とい う ァプローチを掲げ、当時の

複雑系への注目の高ま り と相候つて 、新新で先を見たテーマであ り ま し た が 、 難解な点があ り 、 分 か り 易
い説明には苦心しました。

研究テーマは、  前身の光電波通信研究所から引き継いだ

ア ン テナ 、  デバイスに、  ネ ッ  ト ワー ク 技術 2 サブテーマを

新たに加えた 4サブテーマから成 り  ( 図 1参照 ) 、各サブテ

ーマに対応した 4研究室体制で実施しま した 。第 2 フ ェー

ズ に入つた こ と も あ り 、  プ ロ ジ ェ ク ト 性 を こ れ ま で 以 上 に

打ち出すことが求められ、解決すべき目標を明確にし、そ

の目標に向けて各サブテーマを位置づけるこ とを当時の酒

井会長から強く指導されました 。  広い研究領域を一つの目

標に結び付けるのは簡単でなく 、室長等で幾度となく議論

を重ねました。  適応通信技術の適用領域を、 順次無線に絞

った経緯から、  最終的には図1に示す  「やわらかいマルチ
メ デ イ ア移動通信」 とい う目標を掲げました 。

動作 -利用環境^の適応

lt波環境への
適応

や
わ
ら
か
い
マ
ル
チ
メ
一ァ
イ
ア
移
動
通
信

図 1  通信環境の制約を適応技術により克服

研究員は、 企業等からの出向者が7割強を占め、  通常は3年間で復帰します。  期間が限られている こ  と と、

ある意味で企業の代表選手という要因が働き、良い意味での緊張感をもたらしてきました。一方、研究の

継続性を保つため、  長期的視点から研究を方向付けるリーダ格の研究員は欠かせませんが、  プロパ一研究

員は一人と少なく、客員研究員の配置を工夫すること等で対処しました。景気の停滞で、後半は後任出向

者の派造を取り止める企業も目に付きました。  ・

最後の 1 年半は 、 プ ロ ジ ェ ク ト の ま と め を意図 して 、端末搭載用指向性アンテナ と し て研究を進めて きた

エ ス パ ア ン テ ナ を 特 徴 と す る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク の テ ス ト ベ ッ ド の 設 計 ・試作に研究費を重点的に配算

し ま した 。技術的に詰め切れていない点がある こ と 、担務によっては泥臭い仕事にならざるを得なぃ こ と

等、種々の軋探、不確定要素がありましたが、 1次試作までこぎっけました。この時点で研究が打ち切りと

な っ た こ と は残念で あ り ま し た が 、 近年隆盛 と な り っ つ あ る ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮーク研究の先鞭的役割の

幾許かは果たし得たと考えています。  この他の、  主要な成果にっいては、  以下の章に譲ります。

なお、 プロジェクト終了時における研究成果の累計は、学会発表等1 , 0 7 0件、特許出願1 7 0件となってい

ます。

■環境適応システムの構成 ・ 評価技術
システムに動作環境や利用環境への適応性を持たせることを目的とした、  環境適応システムの構成と評

価技術の研究に取り組みました。

;l 2  ATR Joumal l5周年記念誌
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ど こで もネ ッ  ト ワーキング

何らかの共通のベー ス を 持 つ て一時
的に集合した不特定多数の人々の間で、

デ ー タ 通 信 に よ る 自 由 な コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン が 行 え る こ と を ね ら い と し 、  イ

ン フ ラ 不 要 の ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワー ク

「WACNet(Wire less Ad Hoc Community

Network)」 の実現を目指して 、無線 リ
ソ ー スの拡大利用のための分割アルコ

多数の情報機器が機器同士の協力で WACNet総合実験システム

自律的にネ ッ ト ワー クを形成する

リ ズ ム 、  ルーテ ィ  ング、  メ デ ィ ア ア ク セ ス 制 御 、  アダプテ イブアンテナなどに関する研究を進めま し た 。

また、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワー ク の ア プ リ ケー シ ョ ン と し て 、  ノ ー ドの接近により自動的に接続を確立し、

ネ ッ ト ワー クを構成するCoCoNUT (Con t i g u ou s  Communication Network o n  Ubiquitous Transmission) フ レ ー

ム ワー クを提案しました 。  さ ら に 、  総合実験システムを構築し 、  こ れ を テ ス ト ベ ッ ド と し てwAcNe tの有
効性の実証を試みました。

適応的Qo S制御フレーム ワーク

多様化するマルチメデイア通信環境において 、  ネ ッ ト ワー クや端末の

状況、 ユーザの品質要求に応じて自律的に通信品質を制御するシステム

の 研 究 を 進 め ま し た 。 通 信 ア プ リ ケ ー シ ョ ン や メ デ イ ア ス ト リ ーム対応

に設けられた階層的なェージェン ト群の協調動作、  あ る い は 、  自律動作
によるマルチメデイア通信品質の適応的な制御を実現しました。

通信コーデ ィ ネ ー ーション実証システム

■環境適応通信制御技術

動作環境や利用環境の変化に対して自律的に適応するような、  ・l青報通信ネッ ト ヮ ー クやシステムの実現
をめざし、最適設計 ・ 制御技術の研究を進めてきました。

最適化手法の提案とその応用

最適設計・制御の手段として、 「高次元アルゴリズム」 を提案しました。
これは、  問題を記述するのに必要な変数に、  新しぃ変数を加えて高次元

空間 と し 、  この空間で構成された力学系の自律的運動を利用して、  最適

化問題を解く手法です。この手法を、双極子モー メ ン ト 等 に お ぃ て 従 来

の物性値を超えるよ うな物質の探素、 :投資国収年数を最小にするよ うな

コージ ェネレー シ ョ ン シ ス テ ム の設計 、 指向性 ア ン テナのパ ラ メ ー タ 最

適化等、種々の物理的、工学的問題に適用しました。

ネ ッ  ト ワークの設計・制御・評価

パ ケ ッ ト を 効 率 良 く 転 送 す る よ う な 通 信 ネ ッ

も 上記高次元アルゴ リ ズ ム を適用 し 、  ネ ッ ト r

トポロジ一最適化手法の提案、  最適な動的ルー

行いました。  また、 ト ラ フ ィ ッ ク 強 度 の 変 化 や

して優れた応答と安定性を持つルーテ ィ ン

グアルゴリズムも提案し、  具体的アプ リ ケ

ーシ ョ ンに対する これ らの適応機能 も評価

しました。

新措能物質の探索
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研 究 成 果

モノ と人間の関係の分析

シ ス テ ムに と っ ての環境 と し ては 、人間 ( ユーザ ) が重要な位

置を占めると考えられます。  そ こ で 、  人開の応答や評価、 行動に

適合したシステムを生み出す手法の構築をめさ 'し、 システムやッ

ール、 サー ビス等のモノに対する利用者のアンケート調査や分析

を進めてきました。若年層女子の利用行動がモノの働きを象徴す

る こ と 、 モ ノ の イ メ ー ジ が変遷 し て 世代別 、 性別 な ど に よ り す み

分 け ら れ る こ と 、 モ ノ を デ ザ イ ン す る た め の キー コンセプ ト等を

明らかに し ま した 。 コ ミュニケーションツールの
利用アンケー ト と相関分析

■適応型広帯域無線アクセス技術

無 線 ア ド ホ ッ ク ネ . ッ ト ワ ー ク の キー コンポー ネン ト と して期待されている知的機能アンテナの研究に取

り組みました。  また、  光と電波を融合する技術の開拓も進めました。

工スパァンテナ

希望する電波の到来方向を推定し、  ア ン テ ナ パ タ ー ンを自律的に指向させる  「エスパアンテナ」 の開発
を進めてきました。通信の相手方の方向を推定できれば、電波エネルギー をその方向に集中して送信 ・ 受

信で き るので l1r111躍的な節電と周波数の再利用が実現できます。  また、  エスパアンテナを利用した方向探知

器は、 11?1.害救助や介護ロポッ  トへの応用も期待できます。

2 .4 G H z 持工スパア

ンテナと電波到来方

向表示器

電波方向探知機の応用

「追つかけ口ポ」
日本経済新聞

J u l y 1 3 , 2 0 0 0 ( 1面 )

マイクロ波フォ トニクス

広帶域性に優れる光信号処理アンテナでは、  マルチビー ム 化 ・ 独立偏向化などの高機能化や、  小 型 化 ・

低i貴失化などの高性能化を進めました。安価なファブリ ‘ ぺロ一型レーザ ダ イ オー ドに注入同期をかける
こ とで高性能 ミ リ渡光源に変身させる方法を発明し 、  ギ ガ ビ ッ ト 情 報伝送 、  波長多重実験へ と 発展 させて
います。  アンテナ評価コストを削減するために電磁波と光波の相互作用を利用したセンサを用いる超小型

電渡暗箱の開発も進めました。

多属'光導波路を用いた光信号処理アンテ ミ リ波光源の光およびRFスぺク  トル

ナのビーム形成回路部

l 4  ATR Journal l5周年記念誌
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■高等機能デバイス
光と電波が融合した高度な通信システムを実現するため、  半導

体超格子の量子効果の利用や独自の結晶成長加工技術を駆使した

高機能半導体デバイスの研究を進めるとともに、光や電子の非線

形現象を積極的に利用して高度な自律適応機能をデバイスレベル

で実現する、  新 し ぃデバイス概念の提案とその要素技術の確立に

取 り組みま した 。

半導体薄a莫の成長実験
半導体機能デバイス

半導体超格子の物理現象の研究から、  光電磁波変換素子や中赤外発光素子など新しい量子効果デバイス

の原理を提案し、その基本動作を確認しました。また、量子構造の自己形成や両極性などュニー ク な特徴
を有するG aA s高指数面基板を利用して、横型接合レー ザ や フ ォ ト デ イ テ ク タ の 試 作 を 行 い 、 空 間 光 通 信 な

どへの応用をめざして詳細な評価と構造最適化を進めました。  さ ら に 、  半導体薄膜のiliみ を エ1iみに利用し

た 3 次 元微細加工技術 ( マ イ ク ロ オ リ ガ ミ )  を考案し、新たなデバイス技術の開拓に取り組みました。

半導体物性の評価実験

W-M 出 M
横型接合面発光レーザ と 発 振 ス ぺ ク ト ル マ イ ク 口 オ リ ガ ミ

ダイナミ ッ ク機能デパイス

レーザ や ネ ッ ト ヮ ー ク 用デバ イ スにカオ スな どの物理現象を利用する こ と で 、  デバイス自らが試行S告誤

して、  通信リンクを形成できる新しぃ自律適応機能の研究を進めました。全方位レーザ 、  赤外線無線中継

モジュール、 カ オ ス ミ ラ ー、 適応型プ ロ ト コ ルな ど 、  デバイスからシステム全般にわたり自律適応機能の

実現を検討しました。

全方位レーザ 赤外無線リンクモジュ ル 適応型プロ トコルの 適 応 リ  ンクテバイスの実験
シ ミ ュ レーシ ョ ン

当プ ロ ジ ェ ク  トの研究成果は、  特 に ア ド ホ ッ ク ネ ッ  ト ワー ク に 関 連 す る テ ーマを中心に、  当所で現在実

施してい る T A 〇プ ロジ ェ ク l、「自律分散型無線ネ ッ ト ワー クの研究開発」・1、. 、新しぃ形で継承されています。
ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク は 、 現 在 注 目 さ れ て い る ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワー ク、  セ ン サー ネ ッ ト ワー ク等の根

事中を成す技術でもあり、 インパク トのある成果に向けて研究を開始したと ころです。

最後に、  この間尽力された研究員および事務部門の方、  出資企業を始めとする関係者のご指導、  ご協力

に心から感期、fの意を表します。
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翻空''
「--
端情報科学研究部)

■ ヒューマンコミュニケ ーションの研究開発 I

l , プロジェク トを振り返つて

昭和6 1年  (1986年) 4月、 「人間の優れた機能に学ぶ」 と ぃ う 当時 と し ては
画期的な方針のも と 、視聴覚機構研究所が人間中心の ヒ ューマンマシン ・ イ

ン タ フ ェ ー スの実現に向けた基礎研究を開始しました。  人間の視期惠覚情報処

理の仕組み、 特に、  知覚や認識など人間の情報受信機能を中心にした研究を

行いました。その後、平成4年 ( 1 9 9 2年 ) 3月に発足した人間情報通信研究所

では、 ヒ ューマンコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の研究を さ ら に発展 させ る ため新たな

人間情報科学研究所

所 長  下 原  勝 意

視点を導入しま  した。 第一は、  「人のコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ  ンは本質的にマルチモー ダ ル で あ る」 とす る視点 、

第二は 、 話す こ と と 聞 く こ と と の 関係の よ う に 「情報の生成と知覚の密接な係わり」 を重視する視点です。
第三は、「Jlli1ilコ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン」 として、人の脳の構造や機能に迫る新しい研究アプローチの採用です。
平成1 2年 ( 2 0 0 0年 ) 1月に設置された先端情報科学研究部及び平成1 3年 ( 2 0 0 1年 )  1 0月に発足した人間

情報科学研究所は、 こ の よ う な 「人間を理解する」 立場か ら コ ミ ュ ニ ケー ションの本質に追る考え方を受
け継ぎ、  コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の ブ レ イ ク ス ルーをめさ°した研究を展開しています。

人間の日常活動、個人的・社会的な行動や行為もコ ミ ュ ニ ケー ション無しには成立しません。すなわち、

コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの研究は、情報通信分野の技術開発に留まらず、人間の存在、生活、人間と自然との

関わ りな ど極めて広範囲にわたる発展性 と応用を有しています 。その よ う な コ ミ ュー ケー シ ョ ンの本質を

理解するためには、「人間を理解する」 と と も に ト ラ ン スデ イシプ リナ リ か っ多様な研究展開を絶えず意識
するこ とが不可欠だと考えています。

2 .  主要な研究成果

以下では、  視聴覚機構研究所から先端情報科学研究部までの 1 5 年間にわたる  ヒ ューマンコ  ミ ュ ニ ケー シ

ョ ンに関わる研究に関して 、  最近の5年間に得られた成果を中心に紹介します。

■MR l  による音声生成機構の研究
磁気共鳴画像法 (MR I )  は体の断面を記録できるのでロの中の
形を観測する優れた方法です。  平成 3年  (1991年) に高の原中央

病院のご協力でこの研究を開始して以来、  静止画だけでなく動画

の記録を行えるようになり、新しぃ生理機構の発見に貢献しまし

た。最近ではA T R Jlli高活動イメ ー ジ ン グ セ ン タ の装置 を使つた 3

次元動画主最像法を開発し、 最も進んだ発話運動観測法として活用

しています。

I発話の生理的モデルの研究
発話器官の動きから音声を合成する方法は調音モデル と呼ばれ

ます。 A T R で は 、 M R I を 基 に発話器官のレプ リ カ を作 り 、 筋肉の

働きによってこれを動かす生理学的調音モデルの研究を続けてき

ました。  舌と喉頭との相互作用を取り入れた2次元モデルから始め

て (平成7年  ( 1 995年) )、  世界で初めて3次元モデルによる連続音

声の合成に成功しました。
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■STRAIG HT法の発明
音声の中に含まれる  『言業の響き』  と

『声の高さ』  をきれいに分離する方法を発

明 し ま し た 。 普通の機械的な分析では 、
図 1 の よ う に声の高 さ と響 きが混 さ って し

まぃます。  S T R A I G H T では 、それ らを き

れいに分離す る こ と が で き る た め 、 図 2 の

よ う に滑 ら かに変化す る声の響 き を取 り

出す こ と が で き ま す 。  この発明は、音声

の加工や人間の言語知覚の研究に広 く 応

用されています。

■ATR CALL書籍シ リーズ

音声学習研究の成果を講談社のブルー

バ ッ ク ス シ リ ーズか ら 2 冊 、  さらに講談社

に て 「ATR CALL」 と い う 単行本シ リ ー ズ
が新設され2冊、出版しました。いずれも、

研 究 に 用 い た プ ロ グ ラ ム を一般の方が手

軽 に 使 え る よ う 改 訂 し た も の を 掲 載 し た

と こ ろ 、  好評を博し、  合計1 0万部を越える売れ行きを記録しま  した。

■ 3 次元空間の情報取得

カメラで提えた画像 復元した3次元形状

■両眼立体視によ る奥行き知覚と姿勢制御

広視野の立体画像において安定した奥行き感を知

覚するためには、  水平方向の両眼視差のみでなく垂

直方向の視差が有用であるこ とを見い出しました 。

また、視覚により引き起こされる自己運動を計測す

る こ と に よ り 、  このような奥行き感が姿勢制御に与

える影響を明らかにしました。

人が主と  して両眼の・1青報から3次元形状の情報を
認識する よ う に 、一台のカ メ ラ のみで撮影した画像

から3次元の物体形状を復元するアルゴリズムを見

い出しました。人が視覚対象を網膜上に捉えるのと

同じ よ う に 、位置をあ らか じめ設定していないカ メ

ラで撮影した任意の動きから 3次元物体の形状が分

か り ます 。  ,
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研 究 成 果

■顔の動きの認知

モー フ イ ン グ に よ り 速 度 を 制 御

した動画像を用い、  表情の認知機

能を探りました。 「悲 しみ」 はゆ っ
く り 、 「驚き」 はすばやく提示した
場 合 に 強 く 感 じ る な ど 、 静 止 し た

顔の情報だけで な く 、 動 き の情報

が表情の知覚に大き く影響する こ

と を明らかにしま した 。

■小脳内部モデル存在の証明

Neutra1 Mo:tphed I:mages
(origina1:0%)

■けん玉ロポ ッ  トによる見まね学習

Happy
(origina1:100%)

見まねによる学習とは 、  教師があるタスクを解決して見せて、  それに

基づいて学習者が タ ス ク を 解 く こ と を 学ぶ こ と です。 ロ ボ ッ I、アーム に

よるけん玉の見まね学習では、  ヒ ト と アームの機械的な特性の違いやけ

んの握り方の違いなどにより 、最初は成功しませんでした。  しかし経由

点を学習に よ っ て修正 させ る こ と に よ り 、  けん玉が成功するよ うにな り

ま し た 。

左の図は新しい道具の操作方法を学習  している最中の小脳の水平断面 (上が前、  下が後)  です。 学習の

初期には、  赤とオレンジで示した広い範囲で道具操作の誤りを表現する信号が計測されました。  しかし十

分学習した後では青 とオレンジのご く一部に限られま した 。  これは学習により小月l1'に道具の内部モデ ル が

獲得されたことを証明するものです。右の図において、黄色い部分が小脳で月 l当活動の高いところを示して

います。
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■ソフ  ト ウ ェア進化

生物の進化と同じよ  う に実然変異と淘汰を用いて

シ ス テ ム自 らが新たな機能 と構造を創 り出 し てい く

進化システムの概念を提案しました。突然変異と自

然淘汰をモデル化したネッ ト ワー ク上の仮想世界に

おいて、 プログラムが自律的に多様化 ・ 複雑化して

い く モデルが ソ フ ト ウ ェ ア進化です。

■感性脳機能と してのハイパーソニ ッ ク効果

こ こ ろ よ さ 、 お も し ろ さ な ど ポ ジ テ ィ ブ な 情 動 に

関わ る脳のは た ら き を 「感性」 と と ら え 、 感 性 の す
みかである月出の機能に科学的にアプロ ー チ す る 感 性

月、置機能の研究を進めました。大 き な 成 果 と し て 、  自
然音に含まれる可聴域上限 ( 2 0  kHz)  を超える高周

波成分が、  月営深部の血流と脳波a波パワー を 増大 さ

せ 、 可聴音 を よ り 快適に知覚 させ る は た ら き  (ハイ

パー ソ ニ ツ ク 効 果 )  を持つこ とを見い出しました 。

AJR15th Anniversary

I人工脳創出に向けたハー ド ウ  ェア進化

種 を畑に 一轉 く と 作 物 が 成 長 す る よ う に、 情 報
( = 種 )  に依存して再構成可能なハー ド ゥ ェ ア

( = 畑 )  に電子回路を成長させ、種を品種改良す

る よ う に回路構造を進化 させ る概念がハー ド ウ

ェア進化です。月出の神経細胞がネットワ ー ク を

成長 させ るプ ロ セ ス を模擬 し て 、  ニ ュ ー ラ ル ネ

ッ ト を ハー ド ゥ ェ ア と し て 発 生 ・ 成 長 ・ 進化さ

せる人工脳モデルを提案しました。

l0〇ha5hi a a l . Jol.1rrlil10lllll1'l Jrophy5lobgy,a3 :354e-355B. 2000から改ま1
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l信研究所)

l メディアの統合とコミュニケーショ ンの研究開発 l

知能映像通信研究所では、 平成 7 年  (1995年) から6年半の期間、 マルチメ

ディア技術を活用した将来の通信として 、仮想環境の中でのコ ミ ュニケー シ

ョ ン シ ス テ ム 、  コンピュータエー ジ ェ ン ト が 人間の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 支

援するシステム、  自分 の 持つ イ メ ー ジを1l1l11:像や音で表現し伝連するシステム

の構築をめざした研究を行つてきました。その際、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に お

け る顔表情 - ジ ェ ス チ ャ ・ 感情などの非言語情報の取り組みに力を入れると
と も に 、 アーテ ィ ス ト と工学者 との共同研究を実行してき ま した 。

その結果、画像処理、バー チ ャ ル リ ァ リ テ ィ 、 エー ジェン ト 、感性処理な

どの分野で、約2 7 0件の学術論文、約1 , 3 0 0件の国際会識等論文、約2 0 0件の

特許が成果と して得られま した 。  また、  これらの成果に対し 3 0件以上の表彰

をいただ き ま し た 。  また、 アーティス ト と工学者の共同研究を通して構築さ

れた多くのシステムは、国内外の工学やアー ト の展示会で入賞した り 、 マ ス

コ ミで頻築に報道されました 。  これらの活動を通して同研究所の名前は、  工

学の分野のみな らず メデ ィ ア アー ト な どの新しいアー トの分野でも世界的に

知 られ る よ う に な り ま し た 。

■コミ ュニケーショ ンにおける環境生成
現実には異なる場所にいる人物同士が一つの仮
想的なシーンを介してコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う

こ と がで き る環境の実現をめざ し 、  人物に関する

入力の研究、 体感を実現できる研究を進めてきま

した。

人物 を提 え る 観点か ら 、 両 手 に よ る 6 パ タ ー ン

のジェスチャーを認識し 、  さ ら に 、 複 数 ヵ メ ラ の

制御法の拡張手法を試み、 非同期式処理によるカ

メ ラ制御を考案し 、人物追跡への展開ができ ま し
た ( 図 1 ) 。

元 知能映像通信研究所

社長  中津  良平

図 1  人物行動認識の取り組み

1

1/ '
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追体験を可能とするコ  ミ ュ ニ ケー シ ョ  ン環境と

して 、  仮想的シー ンに要求される重要な機能の中

の歩行感覚提示にっいて研究を進めてきま  した。

歩行感覚提示の研究では、 個人差を吸収した適応

的な歩行動作追従制御による左右の歩行変換自動

追従機能を実現しています。  こ の シ ス テ ム と し て

構築したのがスポーツにおける選手の追体験を再

現する体感型マラソン中継システムです  (図 2 ) 。

以上の取り組みは、体験we b と し て の 五感 メ デ
イアの入出力の研究に、  発展させていきます。

■コ ミュニケーショ ンを支援する技術

エージェン ト技術
博物館や展示会などで使われる、  来訪者に

展示内容を紹介し個人の興味に合わせてガイ

ドす るシ ステムの研究を進めま した 。  デ ス ク

ト ッ プ コ ン ピ ュ ー タに自分が出向いて状況を

通一入力する従来の手法に対して、歩 き 回つ

て展示を調査 - 鑑賞 し た り 、 人 と 出 会 う と ぃ
う実世界の活動を手軽にコンピュー タ に知 ら

せ る こ と に よ っ て 、 実 空間に分散 し て 配置 さ

れ て い る 知識 を効果的に利用す る と ぃ う 新 し

い・I青報流通基盤システムの構成手法を提案し
ま し た 。  その実現のための要素技術と  し て 、

平 易 な 操 作 や 自 然 な イ ン タ ラ ク シ ョ ン に よ る

文脈を認識生成する手法と自律的に情報収集

提示をするェー ジ ェ ン ト 技 術 と を 組 み 合 わ せ
た 「イ ン タ フ ェ ー ス ・ エー ジ ェ ン ト 技 術」 を
開発 し ま し た 。 こ の技術は 、  日本人工知能学

会の全国大会のオフイシャルサー ビ ス と し て 2

度も採用されるなど実續 を 積 み 、 新 規 性 と 将

来性において展示業者などか ら も注目 され ま

し た ( 図 3 ) 。

図 2  体感型マラソン中継システム

図 3  インタフェ 一 ス ・ エージェント技術を使つたガイドシステム
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研 究 成 果

イ メ ージ表現支援技術

身体動作、 絵画や写真などの画像、  映像と音楽の協調などによ る イ メージ表現を支援する技術にっい て

研究を進めてきました。

身体動作に関してはダンスを対象として、  ダンス動作の物理的特徴量と心理評価との関係を分析し、  踊

り 手 の 表 現 し よ う と す る イ メ ー ジを推定する手法を確立しました 。 この手法を応用し 、推定イ メー ジに従

って踊り手の映像・音楽環境を制御する 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・ ダ ン ス シ ス テ ム 」 ( 図 4 )  を開発しました。
絵画や写真に関しては、画像の三大要素である構図 - 配 色 ・ テ ク ス チ ャ  (筆遺い)  にっいて適切なガ イ
ドを随時提示することで、  専門家でなくても良好な絵画を容易に制作できる絵画作成支提システムを構築

しました。  また 、構図ガ イ ド を応用したサブシステム と し て 、良好な構図 とな る よ う に主な対象を自動配

置する 「 イ メ ージ ・ リ コ ン ポーザ」 (図5 )  なども試作しました。  

図 4  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・ ダ ン ス シ ス テ ム

■コ ミ ュニケーシ ョ ンの人間科学
マルチ メデイア技術の発展は 、人間と コンピ ュ

ー タ と の関係に大きな変化を もた ら し ます 。顔 -
身 体 ・ 声を備えた存在 と して 、  コンピュー タ は 単

なる情報機械ではなく、  仕事においても遊びにお

い て も 人間のパー ト ナー と な っていき ます 。  人間

と コ ン ピ ュータの新し ぃ関係を示す概念と して社

会的エー ジェン トの概念を提案しました 。

人間と自然にコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを行 う社会的

エージェン トの実現には、人間同士のコミュニケ

ーションを解明し再現する必要があります。人間

同士の自然な対話を記録し、 コンビュー タを用い

た精密な分析を行い、  額律や間などの非言語情報

が自然な対話の成り立ちに重要な役割を果たすこ

とを突き止めました。

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の愉 し さ を人間 と コ ン ピ ュ

ー タ と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン に お い て 実 現 す る こ と

を 目標 と し て 、  人間同士の雑談を再現する cG 仮
想エー ジェントT a l k i n g  Eye、声の韻律を模做する

M iM I C、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ロ ボ ッ ト R o b o v i e 、

人形ロボ ッ ト M u u を 開発 し ま し た ( 図 6 ) 。

図 5  イ メ ー ジ ‘  リ コンポーザ

図 6  コミュニケー シ ョ ン 口 ボ ッ ト

上 Robov i e、下 人形口ポッ ト M u u
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■アー ト & テ ク ノロジー
アー ト と工学の融合によ り 、人間の感覚 ・ 感性に強く

訴える感性主体の新しぃコ ミ ュ ニ ケ ー ション環境の創出

を進めてきました。 よ り具体的には、アー ト と工学の融
合 、 す な わ ち イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ア ー ト と 画 像 ・ 音 声処理

技 術 お よ び ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェー ス技術の融合によ

り 、感性主体の新しい コ ミ ュー ケーシ ョ ン の 手 法 ・ 手段

を実現してきました 。

一連のシステムの構築により人間が仮想空間に没入し
ス ト ー リ 一 体 験 の で き る 高 度 な イ ン タ ラ ク テ ィ ブ キ ャ ラ

クタシステムが構築できました 。 さ らにその延長として 、

コ ミ ュ ニケーシ ョン当事者の整理情報をキャ ラ ク タのア

ニ メ ー シ ョンで表現するこ とによ り無意識レベルのコ ミ

ュニケー シ ョ ンを可視化した 「無意識の流れ」 を研究開
発 し ま し た ( 図 7 ) 。

メディア情報科学研究所

所長 報田 紀t専

図 7  無意識の流れ

A T R も創立 1 5 周年を迎えるこ とにな り ま した 。  当研究所をはじめ、

通信システム研究所、  知能映像通信研究所の活動をご理解いただき、

ご支接くださった多くの皆様に心より感謝申し上げます。

メ デ イ ア 研 は 昨 年 1 0 月 に ス タ ー ト し 、  通 信 ・ 放 送 機 構  (TA〇) の 「民間基盤技術研究促進制度」
による研究資金を基にして、  新たな感動や体験を生み出すメデイア環境とそのための革新的原理と概

念を創出するこ とを目的にしています。

こ れ か ら の メ デ イ ア 環境は個性や多様性が重要に な っ て く る こ と で し ょ う 。 そ こ で 、 ネ ッ ト ワーク

を介して人と人とのコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 促 進す る メ デ ィ ア だ け で な く 、  日常的に面と向かって人と

コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン で き る パ ー ト ナ ー - ロ ボ ッ ト や子供達が生き ぃ き と ア イデアを出し合え る メデ ィ
ア環境にっいても研究開発を強化していきます。  1 5年の歴史を踏み台にして、 これらの研究がビジネ

スに:解がり、 少しでも社会にお役に立てる研究所にしていきたぃと考えておりますので、  今 後 と も ご

支装、  ご相更推をお願いいたします。

ATR Journa」 l 5周年記念誌 2 3



l 基礎研究成果をビジネスフィ ール ドへ l
( 最近 5年間の成果展開を振り返つて)

現在の技術リェソ 'ンセンタの前身である開発室は平成5年  (1993年) 4 月に
発足、以来、研究所支援、研究成果展開、けいはんなェ リ ア を 含 む ネ ッ ト ワ
ー ク環境の整備 ・ 運営を業務の 3 本柱 と し て活動 して き ま し た 。 こ の間それ

ぞれの業務において優れた業績を挙げる こ とができま した 。 まずは 、  こ れ ら

の業務に従事され A T Rに多大な貢献をされた関係各位にお礼を申し上げま

す 。本来な ら これ らすべてをご紹介したいのですが 、誌面の都合でこ こでは

前技術 リェ ソ ンセンタ長
三 ツ 矢 英 司

音声合成技術のインキュべー シ ョ  ン - 事業化を中心に、  こ こ数年の成果展開活動を振 り返つてみたぃ と思
います。

ATRは発足以来、  この15年で多くの優れた基礎的研究成果を挙げ、

日本の先端的研究拠点として国内のみならず国際的にも広く認知され

るまでに至 りま した 。  しかしながら、  その研究成果がビジネス分野に

利用される こ とは極めて少な く 、大 きな課題 となっていま した 。  AT R

研究成果のビジネスフィールドでの利用促進を図るため、  開発室では

次の方針に基づき、 開発投資を含むより積極的な活動を実施すること

と し ま した 。

1 ) 基礎的研究成果をビジネスフ イ ールドで利用可能なまでに完成度

を上げる こ と

2 ) プ ロ モー ション活動を積極化し技術の認知度およびATRの知名度

を 上 げ る こ と 開発センタの役割

3 )  自らも事業化を実施し、  技術の可能性を具体的に示し、  様々な企業様での技術利用を促す 「呼び水」 的
効果を発揮する こ と

具体的には、 優れた特徴を持ち、  かっ様々 な分野への応用が想定でき る音声合成技術cH A T Rを成果展開
活動の中心に据え進めるこ と と しました 。

■CHATR と は

CHATRはATRが研究開発した音声合成技術であり、  人の声を

収録した音声データを音素と呼ばれる基本単位に分解し音声デ

ー タ ペー スを作成しておき、  この音声デー タ ベー スの中に含ま

れる音素をっなぎ合わせて任意の発話を合成するものです。従

来の機械的な合成音に比べ人の声に近い合成音が合成可能な優

れた音声合成技術です。

I技術的な改良と周辺技術の整備の実施
開発室では、 この C H A T R に以下のよ うな改良 ・開発を行いま

した。

CHATRのWindowsへの移植と合成エンジンの改良

自動ラべ リ  ング技術等音声デー タ ペー ス作成用周辺ツール等の開発 ・ 整備

SDK等実用化製品に向けたモジュールの開発

C HATRの原理
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■プロモーション活動 -

- 1 0 0社を超える企業様への広報・営業、技術支援
ニュ ース ス テ ー シ ョ ンを含め延べ 2時間におよぶ全国 T Vネ ッ ト での紹介 、

朝日放送での半年間にわたる cH A T Rによる実験的放送、  各種新聞雑誌へ
の掲載等の実現

阪急様のタカラジェンヌによる天気予報、東京電話の松坂度・子さんによる

音声天気予報など話題性のあるサー ピスの実現

なお、 上記の音声天気予報では、 合成した音声を販売する  「音声コンテン
ツ提供システム」 という新しいビジネスモデルを考案し、平成1 2年 ( 2 0 0 0年 )
度の情報化月間にて情報化月間推進会議議長賞を受賞しました。

■事業化と新たな連携の発掘

上記のプロモーションを通して、多くの企業様に興味を持つ

ていただき 、  さらに下記サービスを実施し技術の可能性を示す

ことで、様々な企業様との連携を実現することができました。

・ タ レ ン ト ボ イ ス に よ る 携 帯 電話 サー ビス

W e b上でのバーチャルキャラクタの音声提供

テレフォンバンキング用音声合成

音声合成と対をなす音声認識技術のプロ ト タ イ ピ ング とプ

ロ モー シ ョ ン

また 、  こ れ らの活動の結果 と し て平成 1 4 年 ( 2 0 0 2 年 ) 度

の音声技術関連マルチク ラ イアン ト型研究プロジェ ク トの立

ち上げに貢献しました。

バーチャJl,キャラクター
伊 違  容子

沿線お天気NAVl

( 平成 1 2年 4月一平成 1 4年 3月 )

ねこナビサービス

(平成1 3年1 2月

ーサービス提供中 1

cHATRの成果展開を重点化して進めてきま  したが、 それ以外にも下記のよう  な成果を挙げ る こ と がで き
ました。

- 音響監視システムの NT T様局舎監視への導入 ( 平成 I 0 年 ( 1 9 9 8 年 ) 度 )
ノ ー ト Pc版日英双方向通訳システムに関する松下電器産業様との共同開発(平成1 1年 ( 1 9 9 9年 )度 )
科学技術振興事業団様へ英日翻訳システムの納入 ( 平成 l 2 年  (2000年) 度)

また A T R の先端技術を利用  し た展示システム を開

発、提供してまぃ りました 。

イ ン タ ラ クテ ィブ万華鏡の南紀熊野体験博等多数の

展示会等での展示

顔画像合成システムの山口きらら博での展示と商用

プロモーシ ョ ン ( 平成 1 3 年 ( 2 0 0 1 年 ) 度 )
イ ン タ ラ ク テ ィ  ブ万基鏡の出展例

」'l装 ' 9a レ,サ ー t・9

■■a
ll・装li 1lIai し、ll1l

題画像合成システム

昨年10月より、  ATRは新しぃ研究制度のも と 、  大きな変貌を遂げっつあり ます。 また従来にも増して優れ

た成果を求められています。  このよ うな時こそ、大きな志を持ち、社会の様々な要請に真學に耳を傾け、真

に解決しな < てはならない課題に挑戦していく姿勢が大切だと思います。  また、  技術 リェゾ ン セ ン タ も 産業
界とA T R を結ぶパイプ役として、  その役割はこれまで以上に重要となります。今後のますますの活躍と発展

を期待する と ころです 。
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ングセンタ

脳イメージング研究の支援センタをめさして

研究支援体制

ATR月凶活動イ メ ー ジングセングは、  ATR内外の研究者に対して機能的磁気

共鳴画像法(Funct iona lMagnet ic  Resonance Imag ing : fMRI )  に よ る 脳 イ メ ー ジ

ング研究を支援する施設として 、平成 1 2年 ( 2 0 0 0 年 ) 7 月 1 2日にスタ ー ト し

ま した 。当初よ り以下の 3つの日標を掲げ 、現在最もホ ッ ト な研究分野の一

つである月出科学研究を強力に支援しております。

, .研究専用のfMR l装置 (図1 )
当センタの f M R I 装置は島津 一Ma r c o n i製ECL I P S E 1 . 5 T  Powe r

D r i v e 2 5 0です。  こ れ は病院で通常の臨床診断に利用 され る 、

1 . 5 T ( テ ス ラ ) の静磁場強度を持つ装置と全 く同じ機種ですが、

fMR I研究用のプログラムが組み込まれ、  研究を効率よく実施す

るための様々な _工夫が施されています。

図 1  当センタに設置された島津一Marconi製ECL I P S E  1 . 5T

Power Drive250

装置の操作は1l言門 の ス タ ッ フ がil l l当します.

1多様な研究に対応できる周辺装置 (図2 )

f M R I研究では視聴覚剌激を f M R 1装置によ

る 撮 像 タ イ ミ ン グ に 同 期 し て 提 示 し ま す 。 ま

た、 被験者の音 l11言 ・ ボ タ ン 押 し ・ マウ ス操作

等の反応を記録する仕組みも必要です。  しか

もそれらが 、有機的に機能しな く てはな り ま

せん。 当センタでは強磁場環境でも利用でき

る各種の周辺装置をコンピュー タ 制 御 し 、 多

様な実験に対応できる体制を整えています。

26 ATR Journal l5周年記念誌

脳活動イメージングセンタ長

正木 信夫

図 2  強磁場の中でも高品質の音や画像を提示できるセラ ミ ッ

ク 型へ ツ ド ホ ン や 、  プ口ジェクタ式視覚刺激提示装置
提示車lf激はコンピュ ー タ で '11l1御 さ れ ま す 。

「 l充実した支援体制 (図3 )
f M R I 研究に必要な、研究アイデアの具体化、刺激提示 - 反応
採取プログラムの作成、  fMRI実験の実施、 統計的分析等のあら

ゆる場面で 、当セン タの ス タ ッ フは適切な支援を行います 。 ま

た 、 ス タ ッ フは常に最新の f M R I 研究の技術を吸収し 、先端的

研究が実施できるよう努力しています。

図 3  分析支援風景

研究のあ ら ゆ る場面で適切な支 ・t要
を行います。



研究支援活動

A「R15th Annlversary

ATR脳活動イ メ ー ジングセンタが支援する研究は fM R Iの技術を用いた月、91イ メ ージング研究と 、  身体各部

の解剖学的な形態とその動きの解析を日的とする研究です。また、研究支援の一環 と し て 、 利 用者に最新

の研究情報を提供する研究会や講習会も企画・実施しております。

-.j f M R lによる脳研究への支援 (図4 )
絵や文字等の視覚刺激、  音声や音楽等の聴覚剌激を提

示された時、  人間は脳のどこで処理するのか。記憶 - 学
習課題 、腕や手先の運動制御課題ではど うか 。 この よ う

な疑問に対する答えを fMR I装置と様々な周辺装置を巧み

に組み合わせた実験により探つています。

図 4  様々な刺激や課題に対する大脳の活動

刺激や課題によって生ずる血流の変化を観

測して表示します。

1, ・1l身体の形態・動態研究への支援 (図5 )
人間固有の能力である音i1li言語を可能と  した発話器官

はどの よ う な構造を持ち 、  こ と ば を 話す時 ど の よ う に 動

く の か 。 当 セ ン タ で開発 し た 「同期撮像法」 か ら 得 ら れ
る3次元解剖動画像がこの研究に威力を発海します。

図 5  発話器官の3次元解割動画像

発話機構の解明は普声の認識 ・ 合成研究に

も利用さています。

1:111i最新研究情報の提供 (図 6 )
当センタ開設以来 、  脳研究の最先端を紹介する l識演会

や 、 f M R I に よ る E置イ メ ー ジング研究に必要な技術に関す

る 講習会等を企画 ・ 実施 し て参 り ま し た 。 今後 も 、 研究

支接の一環 と し て 、  こ の よ う な イ ベ ン ト を 開 催 し 、 最 新

情報を共有できる研究者間の交流の場を提供していきた

いと考えております。

図 6  ATRで開催した 「SPM'Shor t  Course」

の参加者

国内外から1 2 0名の参加がありました。

視覚索l1激 聴覚制激  音声生成 右手の運動

・・一◆一/・
， ・

/

*SPM:StatisticalParametric Mapping . 英国[Jniversity Col]ege LondonのFunct iona l Imaging Labo r a l o r yで開発された脳イメ ー ジング研究用

続計分析ブ ロ グ ラ ム
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6年前の夏に、 自分が学生時代から憧れたA T R に入 り  ま した。 A T Rの中で恐ら  く
もっ と も地味な研究をやっていた環境研第匹1研究室に約5年間在藉しました。今で

も印象に残つているのは 、  最終バスの案内を聞き慌てて実験を切り上げ、  扉が開じ

る直前のバスに問に合い席に着いた瞬間のほっとした感覚です。  その瞬間に感じた

充実感が今の私にとって一番・l表かしいものです。

新上 和正
V i z i v ( ヴ ィジィ )
1 9 9 0 . 4 ̃ 2 0 0 1 . 1 2

超潤滑、 最適化問題のアルコ°リ ズム、  物質のデザイ  ン、  " ど ん な モ ノ が好 まれ る
か? "などの研究をやりました。私の研究環境は自由でしたが、緊張感が無くなった

の と基礎的研究から外れて く る と次第にや り難 く な った こ とが 、私が A T R を飛び出
した主な理由です。今後も クレ イジーな研究を続けられる こ と を願つてやみません 。

Hiroshi 〇no,Ph.D.
Distinguished Research Professor York University,Canada
1989.1 1 ̃ 2 0 0 2 . 3  ( この間の約1年7力月在籍 )

私のA T R との関係は、  AT Rが大阪のツイ  ン ・ タ ワーにあった当初からのもので、

それにっいて私は非常に幸運であると思つています。  佐藤隆夫氏 (当時の、 視聴覚
機構研究所) は、私が筑波の国立研究所を訪問している時、 1111ll1演を し て く れ な い か
と私を招待してくれました 。その後、直ぐにA T Rは京都に移転し、佐藤氏は、私を

客員研究員としてAT Rに招待してくれたのでした。

当時、光台にはA T Rの建物しかありませんでした。そして、その後、その周通は

関西文化学術研究都市として開発されました。 (その開発は大掛かりなもので、暴風

雨 に よ  り環境的な災害が発生するのではないかと私は危倶しま  した。 しかし、  喜ば し ぃ こ と に そ の よ う な こ
とは発生していません。)  当時 、 A T R に行 く の も ち ょ っ と し た冒険で し た 。 高の原駅か らのシ ャ ト ル ・ バ ス
は、建築現場を通つて狭く くね くね と した道路を定つていました 。私のそのよ うな最初の訪問である 「冒険」
の後、私は、客員研究員としてA T Rに何回も戻ることができました。それぞれの期間において、私は、 A T R

の研究員の皆さんと協力して、数多くの論文を発表することができました。私の幸運は多くの論文だけでな

く 、多数の生涯の友人を得たことです。私は、A T R との有意義な長いお付き合いに心から感謝しています。

Winifred Strange,Ph.D.
Director&Professor, T h e  City University of New York,USA

1997.1 ̃ 1 9 9 7.7

東倉洋一社長のも と 、  ATRは短期間に、 人間対ヒューマン ・ マ シ ン ・  コ ミ ュ ニ ケ
ー ションの各分野において基本 ・応用研究に関して、国際的に有名な研究所となり
ました。人間情報通信研究所 (現 : 人間情報科学研究所) においては 、非常にェキ
サイテ ィ ン グな行動研究が 、  非常に意欲的な若い日本人研究者と ・世界中からの客員

研究員と共同で行われてお り 、私はそれに関わる こ とができて幸運でした 。私がは

じめて山田玲子氏に会つたのは、A T Rでの国際会議平成2年 ( 1 9 9 0年 )でした。そ

の時、  私は、  言語認識における異言語間研究にっい て講演す る よ う 招待 さ れ た ので
した。  こ の 出会いが 、  それから現在まで続いている非常に生産的な協力関係の始ま  り で し た 。  平成 9 年
(1997年) に 、私は 、当研究所で客員研究員として 6 ヶ月問過ごす思恵に惠まれました 。それはなんとすば
ら しい 6 ヶ月だったで し ょ う ! 私 は 、活気的な研究をする非常に優秀な若い研究者達や 、非常に親切にして

くれた事務担当スタ ッフの方々に囲まれ、  また 、最新の設備を備えた施設環境もすばら しい もので した 。

そして 、東倉社長は、常に 、創造性を剌激する環境を促進されていました 。当時のこ とを私は非常に懐か

し く 思い出し 、 そ し て 、  また、近々当研究所に戻ることができることを願つています。
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昭和61年  (1986年) 5 ;月、 弟装は.. 大阪ツイン  - タ ワーに新設された株式会社国際
電気通信基確技術研究所 (ATR-ITL) を短期間訪問するよう:和事松博士に招待されまし
た。当時、ATRは情熱と期待感にあふれており、我々は非常に大きな感銘を受けま

し た 。私は 、昭和 6 3 年 ( 1 9 8 8 年 ) 4 ケ 月の滞在に薄松博士が私を招待してくれたの

は喜び以上の ものがあ り ま し た 。 それ までに 、最初のア ス ラ ・ プ ロ ト タ イ プ が作成
されてお り 、研究は知的興奮のさ最中にあ り 、 そ して 、私は 、 A T R で私のサバテ ィ

カルの 1 年すべてを過ごす こ と を夢見る よ う にな り 、 そ し て 、 その後 、  グレ ノ ーブル

のMTにある我々の研究グループであるG E T Aをスピーチ - ト ラ ン ス レーシ ョ  ンに取り組ませたのです。
私は、"A T RU p t o D a t e 2 0 0 3W i n t e r "で発表される長い記事におぃて、その後何が起きたかを書きました。
こ こでは紙面の関係で、次のこ とだけ申し上げたいと思います。つま り 、非常に実のある協力関係がそれ

らの始まりから発展したのです。何人かの研究者は長期間の i;1li在に招待され、そして、 c-sTAR  I の終わ り
の部分、EMM I 、M I D D I M 、 C-S TAR  I I お よび現在のC-S T A R I I I などの各種のプロジェク トに関与したので
した 。おそら く私のもっ と も印象深い思い出と ぃ うのは 、すべてのそれらの年からのものであ り 、  その中

で も 、 特 に 、 平 成 5 年 ( 1 9 9 3 年 )  1 月に行われた 、会話翻訳 ( S p o k e n  Dia l og  Trans lat ion)  の世界初の
CSTAR-I 実験でした。  私は、 A T Rの今までの成果に対してお祝いを申し上げると共に、  その15周年にあた
って、  さらに輝かしい未来がありますことをお析り申し上げたいと思います。

飯田  仁
東京工科大学片柳研究所教授

1 9 8 6 . 4 ̃ 2 0 0 2 . 3

創立1 5周年おめでと  う ござぃます。
創設当時、大阪城に隣接するビルにはソフ ト も小物のハー ド も何 も あ り ませんでし

た。  高額外国製品購入のために、 日銀に直接足を運びました。  その後の研究活性度
のピー ク と果積は世界の ト ップレベルでし ょ う 。一方 、その成長を支える土壊がそ
れ以前より養われていたことも事実でしょ う 。今後の益々のご発展を祈念申し上げ
ます。

宮里 勉
京都工芸織維大学デザイ ン経営工学科教授

1 9 9 5 . 2 ̃ 2 0 0 1 . 9  (M IC第五研究室室長)

ATRでは、  通信システム研究所と知能映像通信研究所を通して、  すばら  しぃ先輩、

上司、優秀な研究者等多くの人連と出会い、支え助けられました 。現在、思い出深
く貴重な財産であるA T Rでの経験を活かしっつ 「教学は相長ず」 を実践中です。お
世話になった皆様への感謝とともに、A T Rの益々のご発展を願つております。

lvan Poupyrev,Ph,D,,
Associate Researcher ,So rly Computer Science Laboratories

1998 .4 ̃ 2 0 0 0.1 0

研究コ ミ ュ ニ テ ィ の ど こへ行つても、  そ こにはだれか A T R にいた こ と が あ る人が
います。インタラクテ ィブ分野での S I〇 G R A P H 、 cH Iや他の研究会議に行くと、私
は、数年前、  または、数ヶ月前、  も し く は 、 講演をす るために A T R に行つた こ と が

あるとぃ う人に毎回のように会います。共通の友人や同僚を思い出したり 、 ・與かし

い昔を思い出すのは非常に楽しぃこ とですが、  ま た 、 そ れ と 同時にその よ う な 思い

出は、 A T Rの特にュニー ク な特長 とい うのが 、世界中から さ まざ まな背景を持つ才
能ある人々を惹きっける とい うそのオ ー プン性、  そ し て 、  研究者と研究方針の両面

において ;迅速なペー スでの変化である  と い う  こ と も思い出させます。  したがって、  目本の研究環境に対し

て、  過去1 5年もの間AT Rが与えた影響、  また、 今後与えるであろう影響は、  日本の他のいかなる研究機関
にも匹敵することはできなぃと私は確信しています。
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アー ツ ア ン ド サ イ ェン ス フ ァ ン・一一ション
ロレアル費

電子情報通信学会 情報システムソサイエテ ィ
パタ ン認識 ・ メ デ ィ ア理解研究会
パタ ー ン認識 - メディア理解アルコ-リス'ム優秀置
日本神経回路学会
論文賞

大川情報通信基金
大川出版賞

1997/12/3 人工知能学会
研究契動貸

'1997/12/3 人工知能学会
1997年度研究獎動賞

1998/1/1 I EEE
f・llow

1998/1/1 I EEE
fellow

1998/1/1 I EEE
fellow

1 1a9813/29 日本光学会(応用物理学会)
平成9年度応用物理学会光学論文賞

199814/13 科学技術庁
i空目発明

1 1a9815/23 電子構報通信学会
名管員

191a8/6/6 Petrobras Exhiloit1on of Vi rtLlalFlealitylst Vlrtual
Museum Award

1S9816118 人工知能学会
研究装動賞 ( 9 7 年度 )

19981「7130

1 li 98/10/、3

1998/10/5

1998/10/5

1998/10/9

1998/10116

計測自動制御学会
論文'輪;1ii田 営

ンr一セア

llt

-
-一一

ュ

-一一
発

一ン

任

優

ピ

会

会

タ

大

大

ュ
選

会

会

ス
ピ
f

大

大

ン
ン

会
国

会
国

エ
コ
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学
全

学
金

イ
画
テ

理
g

理
g

サ

4
ン

処
S

処
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経
第

コ

報
第

報
第

日

情

情

5thntamationalConference on Soft  Cornputing
lllZl」KA'981
日est Paper Award

人エ知能学会
全国大会優秀論文資

銅谷 資治  rD学習則の連続時間モデルへの拡張

Sung日aeCho Genetic Oornbning Multiple NeuralNetwo l'l<sfor Hand1̃ rltteñurnerioalReoognition
門林理恵子

足立 整治

相 川  清 明
津l1商 実
河 原  英紀
東ti 洋

内海  章

11l1田 治

相1 i l 清 明
Harad Singer
河 原  英紀
東意 津一

津時  実
R . P'tle''on

海木 延住
旬:l長 芳典

北村  喜文
Amy Yee
岸野 文郎

藤 本  一志

中津  良平
土性 尚子

大:医 尚 宏

営本 弘之
五味  名谷章
J、1tl1 廠 晴
和田 安弘
川人 光 男

川人 光男

角 藤之
西本 一志
間瀬  使 二

柏岡 発紀
E2ra Black
Slel]11e Euba n:1
東意 洋

古演  洋 治

赤池 正日

金子 重彦

海 老 原 一之
大 谷  淳

葉原  耕平

Sidney Fels
間 瀬  値_
、羽尻公一郎
岡田美智男

小川 均

五 映  裕 章
川人 光男

宮里  勉
井上 誠書

小野 哲 雄

性藤 潤一

鈴木光太郎
神li高 利佳
SungB 'e Cho
下 原  lll1'事

角 廠之
江谷  為之
小林 lal
Sdney Fes
Nimas Smonat
商 蘭  性 二

visTA 可視化技術を用いた考古学デ タの対話的シミュレー シ ョンシステム

平成8年度審季研究発表会諾減「管楽器シミュレー ションの方法と発書機構」

論文「周渡数変化追跡の動特性l

距離変換値を用いた多数カメ  ラによる組数手振り指定の検討

「光空間信-111処理マルチビー ム 受 信 アンテナの一精成法」
電子情報通信学会構合大会、
「光 ・マイクロ渡融合回路を用い た光空間l置号処理マルチビーム受信アンテナ」
電子情幸E通信学会ソサイ Iティ大会 )

論文「〇epstralrE1,lコlresentation of speech motivated by timefre cluency maskln g:
An appli1lation to speecl1 recognition」

AllVl and A IMMAT as Simulator of AuOitoryPeripheral( Prooessing:Seenl;l is
believlng:Hearing is Suspecting:Spect,al
光增幅器

局所的な句構造に よ る ボー ス'挿入規則化の検討

面間の動的拘東を用いた仮想物体の操作補助法

即興1史套における協調作業を支援する音楽CSOWシステムの提実

イ ン タ ラ ク テ ィ プ  ポェム

ステレオグラムから立体像を復元するアルコ リ ス ' ム

A Ke rtclama Learning Robot Eased on自idirectionalTheory

.脳の計算理論

個人の視点を伝え合うこ とによる協同発想支接

Forleadership in collaboratve researoh o l'1 human-maoh ine prooessing

For contrbutions to andleadel'shipln optioaland mil lmeterwave propagat1on
researoh, especlally for its applc at1on to satellte oommuncatons

For contrl:lut1ons to nonlnear analysls and  design olmilllmeterwave and
microwave solid-state devices
Sl;atialLlmltaton of Ve toalSize Disparity Processing,Vis ion Research

可理性物イ本特徴檢出装置

Lamasoope 1 イ ン タ フ クテ ィブ万華競 )

?次的発語19出における言い直し とそのシ ュ ミ レ シ ョ ン

水平面におけえる多関節通動中の人 1=l機械イ ンピーダンスの計測
Maglc Lght 'による物体内部の観察

身体的な関係性に基づく コ ミ ュ ーケー ショ  ンの円環モデル

仮想空間内の静止オブジェクトに対する感情モデルの適用

Effeotiveness of oolor in pioture recognltlonm mernory

Cooperative Behavior in Fvolved Modular Neurall、lelworks

ユーザの文1il tを者慮したEi:li ・1ilイ ドシステム

次ペー ジへ続 く
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研究成果/表影リス ト

1993/12/17 IEEE :士居  義購
AP-S Tokyo Chapter Young Enginser Awaltl

1999/3/3 日本バーチ ャ ル リ ァ リ テ ィ 学 会  野 間  審生
学術奨」i11賞

1999/3/24

1999/3/24

199913126

199915/1o

199915/20

1999/6"
1999/9/28

1999/'10/30

1999112117

1999/12/17

200013116

200013/16

2000/3/27

2000/3/29

2000/4/18

20001714

2 0 0 0/7/18

2000/9/4

2000/9/7

2000/9/10

2000/9/19

2000/9/22

2000/9/23

2000/10/2

電ili通信普及財団
テ レ コ ム シ ス テ ム推術 i

電気通信書及財団
テレコムシステム学生技術賞

電手情部通信学会
平成10年度学術iEill11資

映像情報 メ デ ィ ア 学会
丹波高lil費

情報処理学会
坂井配念特別資

言體処理学会
年次大会優秀発表算

'確報処理学会
山下記念研究資

日本バー チ ャ ル リ ア リ テ ィ 学 会
論文資

人工知能学会
1 9 9 9年度全国大会優秀輪文資

人工知能学会
1 9 9 9革度全国大会ぺストプレゼンテー ション賞

日本吉響学会
第 3回ポ ス タ賞

量本言響学会
第40回佐亞輪文置

電気通信普及財動
テレコムシステム技術置

電子情報通信学会
学術奨動資

科学技術庁
科学技術庁長宮資研究功組者表彰

人工知能学金
1999年度論文資

岐車市 「あかりのオプジェ展」
準 グ ラ ン プ リ

日本神経回路学会
平成12年度日本神経回路学会研究資

E llRAS IP Adoo」11、 theAdministrative Oommlttee
of the European Assooia1lon for Sloeeoh . lmage ,
a l-1d silanalProcessing
Best Pal:ler Awardlor Speeoh Cornmuncat1on

A R S  ELEOTR〇l、1lOA
HonoraryMention Prze

日本バーチ ャ ル リ ァ リ テ ィ 学 会
論文費

1要応義tt大学SFC研究所
DigitalMedia Competitlon審査委員会住作

中山科学振興財団
平成12年度中山賞大資

情報化月間推進会ll1l
強長表彰

1/14 OTAl2000 (The Tweltth lEEEl・iemalonal

200111/1

2001/1/1

2001/3/S

;200113/23

Conlerenoe on Tools with
tl'1e 0,V, Rarr1amoo l 'tl'1y
of ICTA12000

Mik'Sohu'ter
一一一，子
昭

良
尚
武
一一一一

津
佐
知
木

中

±
越
始

Amerioa' Speeoh -Language -Hearing
1999 Joumalof speech,Lar1l1uaae,
Researoh Edlor・. Award in the area

Assoolation

芸術科学会
第16回Nl0〇Gl二lAPH/MllLT IME0lA論文
コンテス1、 最 優 発i病l文資

lE fliE
Fellow

lEEE
Fellow

情報処理学会
イ ン タ ラ ク シ ョ ン 2 0 0 1 ぺ ス ト ぺ ー バ一資

電気通信書及財団
テレコムシステム按術'量

i
1

ディジタル移動通信における高性能要信方式の提表

ト レ ッ  ド ミルを用いた歩行感覚提示裝置の開発

井上 誠喜
中llll 良 平

西本  一志

石川 開
願,田英一郎
門林理1電子

中注  良平

小野 t5雄
今井 倫太
江谷 為之

角 魔1t
間 瀬  使=
Harald Singer

入野 俊夫
携木 祐史

大 谷  淳

海 老 原 一之
糊 沢  順
岩沢昭一郎
中1ilt 良 平
0avld H11_ood
神谷  毒宏

西本 一志
問瀬 使二
中 津  良平

土佐 尚子

大 橋  力

Artlflolallntelli・ganoe) 中岩  ・日
BestPaperawal d 白井  論

and Hgaring Ray D.Kent
olspeecll Nelson Roy

北 研二
嵯ll義山茂樹
Harald Singer
解見 津 一

離表葉 素 弘

中岩  浩日
白井  論
大山 芳史

DanleE ,Callan
Ray D.Kent
Nelson Roy
St'p商MT11sll0
四1i 達夫
Km S1l、l SE0
Fran1・1 NIELSEN
0l1lu由P INHAl1 l11l
銀谷  信二
森島 整生

1

前 ペ ー ジ よ り

Eva「uation of a stack decoder as a Japanese newspaper diotation tasl・;

電子情報通信学会論文「インタラクティブ映画システムのコンセプト構成例1

意員の再認における視点依存の左右非対象性一vlrlual v i ewの観点から一

表情差分デー タ を用いた e直の3次ii構造の御元

田中  日召二 i基目性に客与する物理的特徴量を基にした画像注目領域の抽出
井上 正之

対語型協船作業における創造性支接技術と  その書楽応用に関する研究

テキス ト コーパスを用いた書 l lE i器n誤り,T正手法

実空間でのコンテキス トを利用して仮想空間内をガイ ドするマルチモ ダルな
パー ソ ナ ル I ージ ェ ン ト

ア ーテ ィ ス テ ィ ッ ク な要素を取 り入れたバー チ ャ ル リ ァ リ テ ィ 接 術

ヒ ュ マンロボッ  ト イ ン タ ラ クシ ョ ンにおける関 l 系性の劃出

実用Al体数ラポ発妻 「展示見学を対象と したコ 、ュニティ支接システム」

Speech Translation Anywhere:Clientse l 'ver Based ATR,MATFllX

An analysis/synthesis auclltory ll1 lterbanl( basecl on a n l l R  implernentat1on of the
gammachirp

VillualMetamorphosls

スぺ ク  トル拡故通信システム用全プライン  ド処理型c lvA ア ダ プ テ ィ  ブァし,イ

旬坂 芳典 コー パスぺ ' ー ス告声合成の;研究

グルー プによる発散的思考における自律的情報 l定供エー ジ ェ ン  トの量,響

「無意脇のあかり」 (Unconsclous Light)

「オンラインEM法の高速収東性にっいて」 IJNNS'99. 03-4 176) , pp149150)
Restruoturing Speech Fleprese'laton uslng a Pltoh-Adaptive Time-Fre・quency
Sn1oothng antl anlnstantaneous-FreqLlgncy -Based of Extraction:Possible
Roe of a Flepetltive Slruct1_l re in Sounds
無意i酸の ) 流れ IUnoonscious Flow)

ビデオlang i b l a  Sound#2:Mu5ioallnstrument using Fluid Water

情報環境学の体系化・メティア情報環境と1l ,1l との適合性の研究

藤野 清宏  新音lii合成技術を利用した音声コンテンツ提供システム
川端 ま

lnteractive Generali2ation of a「ransation Example usng 〇uerles8asecl on a
Semanlio F-lierarchy

Sef -〇rganzngMap1or tlle Olassifioation of Norma land Disorc ered Female
Voces, Joumalof  Speeoh . Language.and Hearing白esearoh . 4 2. 3 5 5-366 ,
Apri l1999.

Hyper Mask;3次元iHモデルを用いた仮面の要現技法

中 津  良平 音1iii囲批およびマルチメテ ' ィアンステムの開発における指導的役割

For contributions to disorir'l1inativeeaming theog ancl its ap1oications to
speech reoogntlon (機別学習理i同 とその書l t 認識への応用に関する貢献 )

ビテ'オ翻訳ン ステム一自動翻訳合成音声とのモデルぺー ス リ ップシン クの実現一

富里  勉 it行感覚提示装置とその応用に聞する研究
野間 審生 (代表論文:'Develolomen1of Ground Sur1'ace SimulalorforTelEMerge', ,

衫原 教昭 IEEEVR 2 0 0 0 )・ 次ペー ジへ続 <
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2001/3/24

20011l3/27

2001/4/18

2 0〇1/5fa0

2001「i'12

20011l9/19

2001/9/20

2001/9/26

2001/9/26

2001/9/27

2001/9/29

2 0 0 1/ 9/ 2 9

、.・ - 前ページ よ り

電気遍信書及財団
テレコムシステム技術学生 :llt
電子情報通信学会
学術提動算

文部科学省
2001年度文部科学大臣i

The10thlnternatlonal0onlorenoe on Narrow
Gap Sem1oondu l11tols
Young l:lesearoher Award

西浦 数信  r マ イ ク口 ホ ン ア レー t用いた〇SP法に基づく複数書理位置推定

四意  達夫 高速度カメラを用いたS l l面動作の分析

申 注  良 平  感情による対l番の可能な一:lンビュ タシステムの開発

豊本 千 秋 :  Mid-lnfrarl d eleotrolumlnescenoe from the「2一「1 inter subband transition
using X -「elearon injection in a CiaAs/A IAs double,cl l.lantum we1lsuperlattloe

The Wo lld Teohnology Network :C11risla Sommel1er
The2001Wor ld  Technology Awardlorthe A rts I Laa・tl1llloc・開u
電子情報通信学会
Fe1low

日本バー チ ャ ル リ ァ リ テ ィ 学 会
論文:lll

情報処理学会
平成13年度山下記念研究資

情報処理学会
山下記意研究 :llt
時実利産配念i i解 究 基 金
第3回時実利彦記念書

日本神経回路学会
日本神経回路学会研究 i

l 日経サイエンス可視化技術シンポジウム20 0 1
優秀資

中1 i  良 平

〇veral i aotivities aboUt tha Art&Taohno1ogy

書声認的システムの研究実用化と非言l'言情朝処理の先lli的研究

西村 電一 頭部近傍を通遇する物体の購感実時間合成
宮里 地
中 津  良 平 .

行田  弘一 ワ イ ヤ レ ス ア ド ホ ッ ク コ ミ ュ ニ テ イ ネ ッ ト ワー ク

小野 哲 雄  ロボン トの心を姚む1関係性に基 -:1 <コミュニケー ションのモ;・'ル
川人 光 男 , 通動学習の小脳内部モテルの確立とその実験的aE明

審 野  雅接  ヒ ト知性の計算神経科学

チ ャ ル 、 ト

3 .外部団体からの受責状況

4. 研究発表会開催状況

回 期

5 .  研究員の状況
lfl究E数

開 催 時 期
加 人一 - l 'n' '一 一J - l 企 業  l 大 学  1 官庁等* l 合 計

9 ' 1996. 11 . 7- e . 754
10 l 1997 11. 6- 7 1061

11 i 1999.11. 5 ̃ 6  l 878

1 2  1 1999. 1 1 .  4- 5 l 934
1 3  2000. 11 . 1- 2 l 1029

14 2002. 2 . 1 4 ̃15 . 730

334
417

401

375

402
217

163 l 1251 1

195 l 162B 1
215 l 1494

157 l 1466 

161 l 1592 11

188 l 1085 1

* l、1HK. CFiL及びその他を含む

00

50

00

50

00

50

0

ll 198e 1987 IS88 1 9的  1990 la 91 19a2 i 9a3 l a94  1995 19的 l9l111' 1998 1991l 2000 2001 l

プロバー l

1 5 8 8 8 8 1 0  18 22  25 24  24  2:a 24  26  26

20 43 64  6 5  65 6 5  61 5:B 5B 57 53 55 105 94 52  63

0 59 81 80 76 90 78  76 79 77 52 47  40  a3 a3 40
-21 107 153 153 149 i 53  149 152 159 159 129 126 i68 1 5 1 -1 11 - 129 l
0 5 18 19 21 31 4 3 39 5 0  62 65 65 84 -107- -136 -124-
21- 112 1 7 1 1 7 2  170 184 192 191 209 221 1 9 4 2 1 1- 252 f e -24f . 253 -l

NT「,KDD,N l-lK,CRL
他 企 業

小 計 l
客 i研究 i  1
合 計

*各年4月1日現在
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l l .1- . _

・:l - '・・ '、 .

(標一)-

、 '1 '

光衛

人間

臨場

際電気

信 、 移

情報認 構の解

信会議 1の要素研

デパ

、 通信

スの要 素

フト自動

し人.間

の研

1 '

情報

l 9 8 6  l 9 8 7  l 9 8 8  l 9 8 9  l 9 9 0  l 9 9 l  l 9 9 2  l 9 9 3  l 9 9 4  l 9 9 5-a_-
技術確立 ---

■ 4JE1 l 暫定研究所開所 (大阪ビ '1i

■ A l

第1回研;

'ネスパー

1ク)j 5f
li開所

I4 J二ii 科 篠 宮l' l司要i:
室后両陛「ご視察 l
- - - - - 1 - -  l

1 l
■ 9 月  1 ■
第u回ATR科P技術
セ:,::_ナ一開催
. (以降適宜開性)

l 天皇・

ii年開催)

R本研究員

ll:発一表会li表月 ATF 催 一(以降■ l l

昭和 6 l 年  6 2  6 3  平成元年 2 3 4 5 6 7
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f i tla ,l:1:l: _ 1 . ,1_ ' _1i:1:'.組一 - 一 - - l ・
. l '  、l l . - 1

1 9 9 6  l 9 9 7  l 9 9 8  1 9 9 9  2 0 0 0  2 0 0 l  2 0 0 2

A:「R15th Anniversary

成果管理会社

自然な会話の音声翻訳の技術確立

■

会社

成果管理会社

人間の適応能力に学んだ環境応用型
情報通信システム基盤技術の確立

続合、情報圧縮生成などの技術確立

成果管理会社

人間の情報生成、情報続合、情報圧縮生成などの技術確立

両殿下ご視察

9 月  力ナダ コップス副首相ご視察

8 9 l 0  l l

先端情報科学研究部

t 通応コミュニケーション研究所
i

知能ロポティクス研究所
( 平 成 l 4 年 ( 2 0 0 2 年 ) l 0 月 ̃ )

I] 5 月  英国貿易産業省
科学担当大臣セインズべリ一卿ご視察

7 月  脳活動イメージングセンタ設置

l 2  l 3 l 4
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1 9 8 6年にKTCの出資制度の適用を受けたR&D会社設立にあわせて発足した

ATRもぃつしか15年の歳月を重ね、 この1 5周年記念特集を発行する運びとなり

ました。この間に発行したA T R  J ourna 1も 4 8号を数え多くの方々にご愛読いた

だ き ま し た。 これも偏に毎号の発行にあたり 、 A T R設立にご尽力いただいた熊

谷先生をはじめ 、アカデ ミ ッ クサ イ ドの先生方、郵政省 (現総務省 ) 、 K Tc、 出
資会社の関係者など多くの方々から研究所の刊行物に相応しい奥深い内容で執筆

していただきました賜物と編集委員一同心より御礼申し上げます。

今後のATR  Journa l 発行にあたりその内容をさらに充実させるべく編集にも

工夫を加える所存です。皆様からの貴重なご意見をお聞きかせいただくとともに、

引き続きご愛読願えれば誠に幸いです。

(編集委員 宮本  安隆)

編 集 長

編 集 委 員

編 集 ス タ ッ フ
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株式会社 国際電気通信基礎技術研究所
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